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１ 学習評価の意義 

(1)  学習評価の充実 

平成 29 年改訂小中学校学習指導要領総則においては，児童生徒の主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善と学習の過程や成果を評価する評価の改善を両輪として行っていくことの

必要性が明示されました。   

(2)  カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価 

「学習評価」は「学習指導」とともに，学校の教育活動の根幹であり，教育課程に基づいて組織

的かつ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っ

ています。 

(3)  主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通して各教科等における資質・能力を確

実に育成する上で，学習評価は重要な役割を担っています。 

(4)  学習評価の改善の基本的な方向性 

  (1)～(3)の学習評価の意義を踏まえ，学習指導要領改訂の趣旨を実現するためには，学習評価の 

在り方が極めて重要です。学習評価を真に意味のあるものとするために指導と評価の一体化を実

現することがますます求められています。 

    

 

 

 

 

２ 評価の観点の整理 

  育成を目指す資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえ，観点別学習状況の

評価の観点については，小・中学校の各教科等を通じて「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主

体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。 

[平成 20 年改訂]          [平成 29 年改訂]  

 

 

 

 
 
 
 
 

総合的な学習の時間（共通） 

    学習評価の基本的な考え方とはどのようなものですか。 

 

学習指導要領の目標及び内容が，資質・能力の三つの柱で再整理されたことを踏まえ，各

教科の評価の観点が，「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に取り組む態度」の３観

点に整理され，それに伴い観点別学習状況の評価の考え方も変わりました。 

教師が児童生徒の学習状況を的確に捉え，授業改善を図るとともに，児童生徒が自らの学

びを振り返って次の学びに向かうことがきるようにするために「学習評価の在り方」が極めて

重要です。 

評 Q1 

評 A１ 

「指導と評価の一

体化」を図るために

は，児童生徒の学び

を振り返り，学習や指

導の改善に生かして

いくというＰＤＣＡサ

イクルが大切です。 

【ポイント】 

□ 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

□ 教師の指導改善につながるものにしていくこと 

□ これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・ 

妥当性が認められないものは見直していくこと 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

技能 

知識・理解 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 

【参考】  
生涯にわたり学習する基盤が培

われるよう，基礎的な知識及び技能

を習得させるとともに，これらを活

用して課題を解決するために必要

な思考力，判断力，表現力その他の

能力をはぐくみ，主体的に学習に取

り組む態度を養うことに，特に意を

用いなければならない。（学校教育

法第 30条第２項） 
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 ２で示した評価の観点の整理も踏まえて各教科における評価の基本構造が以下のように示されて

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」p.8 を基に作成，以下「学習評価参考資料」と記す。） 

 

４ 各教科における観点別学習状況の評価の考え方 

  

 

 

 

「知識・技能」                      「思考・判断・表現」 

 

 

 

 

 

 

「主体的に学習に取り組む態度」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料を基に作成） 

 

 

 

 

 

 

３ 各教科における評価の基本構造 

各教科等の学習の過程を通した知識及び技能の習得状況に

ついて評価します。それらを既有の知識及び技能と関連付け

たり活用したりする中で，概念等として理解したり，技能を

習得したりしているかについて評価します。 

各教科等の知識及び技能を活用して

課題を解決する等のために必要な思考

力，判断力，表現力等を身に付けてい

るかどうかを評価します。 

上記の「各教科における評価の基本構造」を踏まえた３観点の評価それぞれについての考
え方は次のとおりです。なお，この考え方は，外国語活動（小学校），総合的な学習（探究）の時
間，特別活動においても同様です。 

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面 

①粘り強い取組を行おうとする側面 

知識・技能 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価につい

ては，「①知識及び技能を獲得したり，思考力，判

断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた

粘り強い取組を行おうとする側面」と，「②①の粘

り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しよう

とする側面」という二つの側面から評価すること

が求められます。 

これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では

別々ではなく相互に関わり合いながら立ち現れる

ものと考えられます。例えば，自らの学習を全く調

整しようとせず粘り強く取り組み続ける姿や，粘

り強さが全くない中で自らの学習を調整する姿は

一般的ではありません。 

          （「学習評価参考資料」p.10 を基に作成） 
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５ 各教科における評価規準の作成について 

(1) 目標と観点の趣旨との対応関係について 

評価規準の作成に当たっては，各学校の実態に応じて目標に準拠した評価を行うために，「評価 

の観点及びその趣旨」が各教科等の目標を踏まえて作成されていること，また同様に，「学年別（又

は分野別）の評価の観点の趣旨」が学年（又は分野）の目標を踏まえて作成されていることを確認

することが必要です。 

 なお，「主体的に学習に取り組む態度」の観点は，教科等及び学年（又は分野）の目標の（３）に

対応するものですが，観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分をその内容として整

理し，示していることを確認することが必要です。（詳細は，評Ｑ２参照） 

        

 学習指導要領「教科の目標」，「学年（又は分野）の目標」 

 （１） （２） （３） 

 
知識及び技能に関する目標 

思考力，判断力，表現力等に

関する目標 

学びに向かう力，人間性等に

関する目標 

  

 評価の観点及びその趣旨，学年別（又は分野別）の評価の観点の趣旨 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 知識・技能の観点の趣旨 
思考・判断・表現の観点の 

趣旨 

主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨 

（「学習評価参考資料」pp.13-14 より） 

 

 

 

 

（2） 「内容のまとまりごとの評価規準」とは 

   

 

 

 

 

 

（3） 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基本的な手順 

   各教科における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基本的な手順は以下のとお

りです。 

 

 

 

 学習指導要領に示された教科及び学年（又は分野）の目標を踏まえて，「評価の観点及びその 

趣旨」が作成されていることを理解した上で， 

①  各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。 

②  【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

「内容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及

び内容」の「２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたも

のです。基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（又は分野）の目

標及び内容」の「２ 内容」において，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・

能力が示されています。このため，「２ 内容」の記載はそのまま学習指導の目標とな

り得るものとなっています。（詳細は，評Ｑ２参照） 

 指導と評価の計画を作成し，評価規準に基づいた「知識・技能」，「思考・判断・表現」，

「主体的に学習に取り組む態度」の３観点の観点別評価を実施することで，児童生徒の姿

が，教科の目標や学年の目標に近付いていくことになります。 

-3-



 

                                        （小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 新学習指導要領における各教科等の目標と評価の観点の関連 

 (1)  総合的な学習の時間の目標と総合的な学習の時間の評価の観点及びその趣旨 

   各教科等の目標の（１）～（３）と，それぞれ評価の観点及びその趣旨が合うようになっていま

す。 

総合的な学習の時間の目標 

（１） （２） （３） 

探究的な学習の過程において，課
題の解決に必要な知識及び技能
を身に付け，課題に関わる概念を
形成し，探究的な学習のよさを理
解するようにする。 

実社会や実生活の中から問いを見
いだし，自分で課題を立て，情報を
集め，整理・分析して，まとめ・表
現することができるようにする。 

探究的な学習に主体的・協働的に
取り組むとともに，互いのよさを
生かしながら，積極的に社会に参
画しようとする態度を養う。 

 

総合的な学習の時間の記録 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

探究的な学習の過程において，課
題の解決に必要な知識や技能を
身に付け，課題に関わる概念を形
成し，探究的な学習のよさを理解
している。 

実社会や実生活の中から問いを
見いだし，自分で課題を立て，情
報を集め，整理・分析して，まと
め・表現している。 

探究的な学習に主体的・協働的に
取り組もうとしているとともに，
互いのよさを生かしながら，積極
的に社会に参画しようとしてい
る。 

        （「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」より 下線，太字は筆者による） 

(2)  各学校において定めた目標と評価の観点の趣旨の例 

   各学校で定めた目標の（１）～（３）が，それぞれ評価の観点に合うようになっています。 

各学校において定めた総合的な学習の時間の目標（Ａ小学校の例） 

（１） （２） （３） 

地域の人，もの，ことに関わる探
究的な学習の過程において，課題
の解決に必要な知識及び技能を
身に付けるとともに，地域の特徴
やよさが分かり，それらが人々の
努力や工夫によって支えられて
いることを理解する。 

地域の人，もの，ことの中から問
いを見いだし，その解決に向けて
見通しをもって調べ，集めた情報
を整理，分析し，根拠を明らかに
してまとめ・表現する力を身に付
ける。 

地域の人，もの，ことについての
探究的な学習に主体的・協働的に
取り組むとともに，互いのよさを
生かしながら，持続可能な社会を
実現するための行動の仕方を考
え，自ら社会に参画しようとする
態度を養う。 

 

各学校において定めた総合的な学習の時間の評価の観点及びその趣旨（例） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地域の人，もの，ことに関わる探
究的な学習の過程において，課題
の解決に必要な知識及び技能を
身に付けているとともに，地域の
特徴やよさが分かり，それらが
人々の努力や工夫によって支え
られていることを理解している。 

地域の人，もの，ことの中から問
いを見いだし，その解決に向けて
見通しをもって調べ，集めた情報
を整理，分析し，根拠を明らかに
してまとめ・表現する力を身に付
けている。 

地域の人，もの，ことについての
探究的な学習に主体的・協働的に
取り組もうとしているとともに，
互いのよさを生かしながら，持続
可能な社会を実現するための行
動の仕方を考え，自ら社会に参画
しようとしている。 

（「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」より 下線，太字は筆者による） 

 

総合的な学習の時間 

    総合的な学習の時間の評価の観点は，どのように変わりましたか。 
 

   他教科等と同様に観点別学習状況の評価が，４観点から３観点に整理されました。なお，

総合的な学習の時間の評価の観点については，これまでと同様に学習指導要領に示す総合

的な学習の時間の目標を踏まえ，各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて定

めます。 

評 Q２ 

評 A２ 
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２ 「内容のまとまり」と「内容のまとまりごとの評価規準」との関係 

 (1)  「内容のまとまり」や「内容のまとまりごとの評価規準」とは 

   総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，全体計画に示した「目標を実現するにふ

さわしい探究課題」のうち，一つ一つの探究課題とその探究課題に応じて定めた具体的な資質・能

力と考えることができます（「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」p.34 に記載例あり）。 

「内容のまとまり」を踏まえて，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成することができます。

作成する際の【観点ごとのポイント】は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)  「内容のまとまりごとの評価規準」作成の例（Ａ小学校第４学年の例） 

  （「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」より 下線，太字は筆者による） 

 

内容のまとまりごとの評価規準 

探究

課題 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境と関

わって生きていることを理

解している。 

・調査活動を，目的や対象に

応じた適切さで実施してい

る。 

・環境と生物とが共生してい

ることの理解は，自然環境

とそこに生息する生物との

関係を探究的に学習してき

たことの成果であることに

気付いている。 

・地域の自然環境への関わり

を通して感じた関心をもと

に課題をつくり，解決の見

通しをもっている。 

・課題の解決に必要な情報

を，手段を選択して多様に

収集し，種類に合わせて蓄

積している。 

・課題解決に向けて，観点に

合わせて情報を整理し考え

ている。 

・相手や目的に応じて，分か

りやすくまとめ，表現して

いる。 

・課題解決に向け，自分のよ

さに気付き，探究活動に進

んで取り組もうとしてい

る。 

・自分と違う意見や考えのよ

さを生かしながら協働して

学び合おうとしている。 

・地域との関わりの中で自分

でできることを見付けよう

としている。 

○「知識・技能」のポイント 

「内容のまとまり」の「知識及び技能」において記載事項の文末を，例えば「理解する」から

「理解している」などとすることにより，「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成する

ことが可能である。 

○「思考・判断・表現」のポイント 

「内容のまとまり」の「思考力，判断力，表現力等」において記載事項の文末を，例えば「で

きる」から「している」などとすることにより，「内容のまとまり」に対応する評価規準を作

成することが可能である。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

「内容のまとまり」の「学びに向かう力，人間性等」において記載事項の文末を，例えば「し

ようとする」から「しようとしている」などとすることにより，「内容のまとまり」に対応す

る評価規準を作成することが可能である。 
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                                        （小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 授業で評価する評価規準を作成するまでの流れ 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準を作成するに当たって 

 (1) 単元の検討 

・ 総合的な学習の時間における「内容のまとまり」は，目標を実現するにふさわしい探究課題と，

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力の二つによって構成されます。（評Ａ２） 

・ 目標の実現に向けて児童が「何について学ぶか」を表したものが探究課題であり，「どのような

ことができるようになるか」を明らかにしたものが具体的な資質・能力です。 

・ 「内容のまとまり」を踏まえて，教師が意図やねらいをもって作成するのが単元の計画です。 

・ 単元は，課題の解決や探究的な学習活動が発展的に繰り返される一連の学習活動のまとまりと

して構成されます。 

 (2)  単元の目標の作成 

  ・ 「内容のまとまり」をもとに単元全体を見通して，総括的に目標を示すとともに，以下の四つ

の要素を構造的に配列し，単元の目標を作成します。なお，イ～エは，アとの関わりにおいて作

成します。 

   ア 探究課題を踏まえた単元において中心となる学習対象や学習活動 

   イ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「知識及び技能」 

   ウ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「思考力，判断力，表現力

等」 

   エ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「学びに向かう力，人間性

等」 

 

       

 

 

 

 

総合的な学習の時間 

    総合的な学習の時間の評価規準は，どのように作成すればよいです

か。 

    まず，「内容のまとまり」をもとに，単元全体を見通して，「単元の目標」を作成します。更

に，「内容のまとまりごとの評価規準（評Ｑ２）」をもとに，具体的な学習活動から目指すべき

学習状況としての生徒の姿を想定し，「単元の評価規準」を作成します。 

評 Q３ 

評 A３ 

１ 「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。（評Ｑ２） 

２ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。（評Ｑ２） 

３ 単元の評価規準を作成する。 

(1) 単元を検討する。 

 (2) 単元の目標を作成する。 

 (3) 単元の評価規準を作成する。 

〔単元の目標〕の例 

 アみどり川の自然環境に関わったり環境の保全に向けた取組を行ったりすることを通して， 

イ多様な生物が周辺の環境と関わって生きていることを理解し，ウ持続可能な視点から自然環境

の在り方について考えるとともに，エ自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 
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 (3)  単元の評価規準を作成（Ａ小学校第４学年の例）  

  ・ 「内容のまとまりごとの評価規準（評Ａ２）」をもとに，具体的な学習活動から目指すべき学習

状況としての児童の姿を想定し，単元の評価規準を作成します。 

（「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」より 下線，太字は筆者による） 

 

３ 育成を目指す資質・能力を踏まえた「単元の評価規準」の作成のポイント 

 （以下の丸数字は，上記単元の評価規準の観点別に示された丸数字と合致します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

単
元
名 

単元の評価規準 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

大
好
き 

み
ど
り
川 

① みどり川の生物は，互い

の特徴を生かし周りの環

境と関わって生きている

ことを理解している。 

② みどり川にすむ生物の状

況を捉えるために，生物

種や生息環境に応じた方

法でフィールドワークを

実施している。 

③ みどり川の環境と自分た

ちの生活がつながってい

ることの理解は，川とそ

こに生息する生物との関

係を探究的に学習したこ

との成果であることに気

付いている。 

① みどり川の環境の変化に

ついて，水質調査と踏査

活動を結び付けて水質悪

化の問題を見付け出し，

課題を明らかにしてい

る。 

② みどり川の現状を捉える

ために必要な情報につい

て，手段を選択して多様

な方法で収集したり，種

類に応じて蓄積したりし

ている。 

③ 課題の解決に必要な情報

を取捨選択したり，複数

の情報を比較したり関係

付けたりしながら解決に

向けて考えている。 

④ みどり川の環境の保全を

訴えることについて，調

査結果をグラフや地図，

写真を使って効果的に表

し，報告書にまとめてい

る。 

① 課題解決に向けた自己の

取組を振り返ることを通

して，自分の意思で探究

的な活動に取り組もうと

している。 

② 環境保全に向けた探究的

な活動体験を通して，自

分と違う友達の考えを生

かしながら，協働して課

題解決に取り組もうとし

ている。 

③ 環境保全のために自分で

できることに取り組むこ

とを通して，自分と身近

な環境との関わりを見直

そうとしている。 

(1) 知識・技能 

  ① 知識については，事実に関する知識を関連付けて構造化し，統合された概念として形成さ

れることが期待されている。 

  ② 技能については，手順に関する知識を関連付けて構造化し，特定の場面や状況だけではな

く日常の様々な場面や状況で活用可能な技能として身に付けることが期待されている。 

  ③ 総合的な学習の時間においては，探究的な学習のよさの理解として，資質・能力の変容を

自覚すること，学習対象に対する認識が高まること，学習が生活とつながることなどを，探

究的に学習してきたことと結び付けて理解することが期待されている。 
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(2) 思考・判断・表現 

  ① 「課題の設定」については，実社会や実生活に広がっている複雑な問題に向き合って，自

らの力で解決の方向を明らかにし，見通しをもって計画的に取り組むことができるように

なることが期待されている。 

    評価規準の設定に当たっては，例えば以下のような視点で設定することが考えられる。 

   ・ 複雑な問題状況の中から課題を発見し設定する。 

   ・ 解決の方法や手順を考え，確かな見通しをもって計画を立てる。 

  ② 「情報の収集」については，情報収集の手段を意図的・計画的に用いたり，解決の過程や

結果を見通したりして，多様で効率的な情報収集が行われるようになることが期待されて

いる。 

評価規準の設定に当たっては，例えば以下のような視点で設定することが考えられる。 

   ・ 情報を効率的に収集する手段を選択する。 

   ・ 必要な情報を多様な方法で収集し，種類に合わせて蓄積する。 

  ③ 「整理・分析」については，収集した情報を取捨選択すること，情報の傾向を見付けるこ

と，複数の情報を組み合わせて新しい関係を見いだすことなどが期待されている。 

    評価規準の設定に当たっては，例えば以下のような視点で設定することが考えられる。 

   ・ 異なる情報の共通点や差異点を見付け，関係や傾向を明らかにする。 

   ・ 事象を比較したり関連付けたりして，確かな理由や根拠をもつ。 

  ④ 「まとめ，表現」については，整理・分析した結果や自分の考えをまとめたり他者に伝え

たりすること，振り返ることで対象や自分自身に対する理解が深まることなどが期待され

ている。 

    評価規準の設定に当たっては，例えば以下のような視点で設定することが考えられる。 

   ・ 相手や目的に応じて効果的な表現をする。 

   ・ 学習を振り返り，自己の成長を自覚し，学習や生活に生かす。 

(3) 主体的に学習に取り組む態度 

   「主体的に学習に取り組む態度」の観点については，「粘り強さ」や「学習の調整」を重視

することとしている。これらは，自他を尊重する「①自己理解・他者理解」，自ら取り組んだ

り力を合わせたりする「②主体性・協働性」，未来に向かって継続的に社会に関わろうとする

「③将来展望・社会参画」などについて作成することが考えられる。 

   評価規準の設定に当たっては，例えば以下のような視点で設定することが考えられる。 

① 「自己理解・他者理解」については，自分の生活を見直し，自分の特徴やよさを理解しよ 

うとしたり，異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重しようとしたりする視点 

  ② 「主体性・協働性」については，自分の意思で目標に向かって課題の解決に取り組んだ

り，自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に取り組んだりする視点 

  ③ 「将来展望・社会参画」については，自己の生き方を考え，夢や希望をもち続けたり，実

社会や実生活の問題の解決に，自分のこととして取り組んだりする視点 

(4) その他 

   「単元の評価規準」を作成するに当たっては，実際の学習活動や学習場面をイメージし， 

資質・能力を発揮する生徒の姿を想定することが大切である。その際，実際に行う学習活動や

扱う学習対象と，発揮される資質・能力とを具体的に描くことが必要になる。 
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                                        （小学校） 

 

                                         

 

 

 

１ 学習評価の進め方について 

(1)  学習評価について指摘されてきた課題 

学習評価については，以下のような課題が指摘されてきました。 

 

 

 

 

 

 

教師は，上記のような課題に応えるためにも，児童への学習状況のフィードバックや授業改善に

生かすという評価の機能を一層充実させる必要があります。そのためにも，学習評価の進め方に留

意し，評価の充実を図ることが必要です。 

(2) 評価の進め方及び留意点 

単元における観点別学習状況の評価の進め方及び留意点は，以下のとおりです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    評価をする際，具体的にどのようなことに気を付ければよいですか。 

    学習評価については，これまで様々な課題が指摘されてきました。その改善のために，指 

導と評価の計画を作成し，観点別学習状況評価を計画的に進める必要があります。 

評 Q4 

評Ａ4 

○ 学校において定める総合的な学習の時間の内容をよりどころとして，中核となる学習

活動を基に，どのような学習を通して，どのような資質・能力を育成することを目指す

のかを明確にして単元の目標を作成する。 

○ 単元の目標を踏まえ，具体的な学習活動を視野に入れ，「単元の評価規準」を作成す

る。 

ア 単元の目標を作成する。   →評Ｑ３に関連 

イ 単元の評価規準を作成する。 →評Ｑ３に関連 

ウ 「指導と評価の計画」を作成する。 

○ ア，イを踏まえ，具体的な学習活動に沿って評価場面や評価方法等を計画する。 

○ どのような評価資料を基に評価するかを考え，その結果を基に指導する具体的な手立

てを明らかにする。 

オ 総括する。 

○ 活動や学習の過程，作品や成果物，発表や討論などに見られる学習の状況や成果など

について，児童のよい点，学習に対する意欲や態度，進歩の状況を踏まえて，評価結果

を総括する。 

○ 「指導と評価の計画」を踏まえて評価を行い，児童の学習改善や教師の指導改善につ

なげる。 

・ 評価の結果が児童の具体的な学習改善につながっていない。 

・ 現行の「関心・意欲・態度」の観点について，挙手の回数や毎時間ノートを取っている 

かなど，性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるとの誤 

解がある。 

・ 評価の方針が教師によって異なり，学習改善につなげにくい。 

・ 教師が評価のための「記録」に労力を割かれて，指導に注力できない。 

※ 単元の目標及び評価規準の関係性については評Ｑ２参照。 

エ 授業を行い，評価を行う。 

総合的な学習の時間 
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２ 「指導と評価の計画」の作成例    

これまでの指導計画に，観点別学習状況評価を位置付けた「指導と評価の計画」を作成することで，

単元を見通した計画的な指導と評価を行うことができ，その充実にもつなげることができます。 

 

 

 

 

○ 内容のまとまり 

  「国際理解」（全 50時間） 

 ※ 課題の解決や探究的な学習活動が発展的に繰り返され 

る一連の学習活動のまとまりとして構成する。 

○ 単元の目標 

   地域における多文化共生を目指した活動を通して，外国 

人が多く住む地域の実態，それを支援する人々の思いや組 

織について理解し，地域の一員として異なる文化を越えた 

共生の在り方を考えるとともに，自らの生活や行動に生か 

すことができるようにする。 

○ 単元の評価規準 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

 

評 

価 

規 

準 

① 地域には，多文化共生プラザ等，
外国人を支援する行政機関がある
ことを知るとともに，多様な人が
暮らしているまちのよさや，一人
一人の存在が守られていることを
理解している。 

② インタビューによる街頭調査
を，相手や場面に応じた方法で実
施している。 

③ 多文化共生に対する自らの認識
の高まりは，地域の日本人と外国
人をつなげるために探究的に学習
してきたことの成果であると気付
いている。   

① 課題の解決に向けた計画書の作成に
当たり，何をするのか，何のためにする
のかを意識し，解決の見通しをもって計
画を立てている。 

② 街頭調査や意見交流会において行う
質問について，必要とする情報に応じて
質問の内容や方法を決めている。 

③ 多文化共生を実現するためのイベン
トについて，「実現可能か」「意味があ
るか」「有効か」等の視点を結び付けて
イベント開催の根拠を見いだしている。 

④ 活動を通して学んだ自らの思い，自己
の成長，学びによる自己の変容を生かし
てラップで表現している。 

① 地域に暮らす外国人との意見交流
会において，異なる文化や価値観を
受け入れ，尊重するとともに，共通
性を見いだそうとしている。 

② 異なる文化の共生を目指したイベ
ントの開催に当たって，参加者の状
況に応じて対応し，目的意識を明確
にして関わろうとしている。 

③ 異なる文化の共生を目指したイベ
ントを成功させるために，友達と役
割を分担したり，自他の考えのよさ
を生かしたりしながら問題の解決に
向けて協力して取り組んでいる。 

○ 指導と評価の計画（50時間） 
 小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

小
単
元
１ 

異なる文化を越えた共生やそ

こに暮らす人同士の関わりの実

態を調べて問題点を見いだそう。 

(14) 

・  地域の実態から問題点を見いだし，解決に向けた今後の活

動への見通しをもつ。 
 ①  

・ 計画書 

・  グローバルな視点と地域の視点から異なる文化を越えた共

生やそこに暮らす人同士の関わりの実態を調べて問題点を

見いだす。 

※  グローバルな視点による情報収集（国連担当者によるワー

クショップ，社会科の内容との関連，新聞・書籍等） 

※  地域の視点による情報収集（地域住民への街頭調査，支援

する行政機関への訪問等） 

①   

・ 意見文 

小
単
元
２ 

地域に住む様々な国の人々と
の意見交流会を開催し，問題点の
解決策を探ろう。 

(8) 

・  街頭調査や意見交流会開催の目的や質問項目，情報収集の
蓄積方法を明確にする。 

 ②  
・ 情報収集計
画シート 

・  街頭においてインタビューを行う。 
②   

・ ノート 
・ 集計シート 

・ 地域に暮らす外国人との意見交流会を開催し，問題の原因
を探ったり，問題の解決に向けたよりよい方法について考え
を交流したりする。 

  ① 
・ 行動観察 
・ 作文シート 

小
単
元
３ 

異なる文化を越えた地域の共

生に向けて，できることを決定し

よう。 

(8) 

・ 地域の異なる文化を越えた共生や関わりに向けて，今の自

分たちにできることについて根拠を明らかにして決定する。 
 ③  

・ 作文シート 

・ 専門家からの評価を通して，提案のよさを自覚するととも

に，身近な人をターゲットにするというアドバイスを踏ま

え，今後の取り組み方への意識を高める。 

  ② 

・ 作文シート 

小
単
元
４ 

魅力的なイベントを協力して

準備し，実行しよう。 

(14) 

・ 魅力的なイベントに向けて，友達と協力して準備し，保護

者やこれまでお世話になった外国人や地域の人を招いて開

催する。 

  ③ 

・ 計画表 

・ 行動観察 

・ 作文シート 

・ 「異なる文化を越えた地域の共生」について，探究的に学

習したことによって分かったことを振り返る。 
③   

・ 発言 

・ 作文シート 

小
単
元
５ 

学習活動全体を振り返り，自己

の成長や学びの価値，これからの

生き方について自らの思いや考

えをラップで表現しよう。 (6) 

・ 異なる文化を越えた共生についての自らの思い，本音，自

己の成長を振り返り，ラップの歌詞や作文に表現する。 
 ④  

・ ラップの歌

詞カード 

・ 作文シート 

 

   

 

（「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」より 四角囲みと矢印は筆者による） 

○ 単元名「多文化共生への一歩！」 

～ラップで心の距離を縮めよう～ 

（第６学年） 

作成例 

この例では，三つの小単元で構成し，内容
や時間のまとまりごとに，観点別の学習状況
についての評価をしている。 

小単元の学習活動や学習場面において，単
元の評価規準を基に，資質能力を発揮する生
徒の姿を想定する。 

評価するため
の，主たる評価資
料を計画する。 
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３ 学習評価の総括 

  総合的な学習の時間の記録については，この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の

観点を記入した上で，それらの観点のうち，児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴

を記入する際，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述します。その際，評価規準に

かかわらず教育的に望ましい成長や価値ある学習状況が現れた場合，児童の姿を価値付け，そのよさ

を記述することも大切なことです。 

 

４ 学習評価の工夫について（チェックポイント例） 

(1) 学習評価の妥当性，信頼性を高める工夫について 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  評価時期の工夫について 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  学年や学校間の円滑な接続を図る工夫の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指導と評価の一体化に向けて（指導と評価の計画） 

「指導と評価の一体化」の必要性は，今回の学習指導要領において，より一層明確なものになりま

した。「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」では，各教科等別に単元や題材

に基づく学習評価について事例を紹介しています。各学校においては，「『指導と評価の一体化』のた

めの学習評価に関する参考資料」や各教育委員会等が示す学習評価に関する資料などを参考としなが

ら，学習評価を含むカリキュラム・マネジメントを円滑に進めていただくことで，「指導と評価の一体

化」を実現し，子供たちに未来の創り手となるために必要な資質・能力が育まれることを期待します。 

 【事例】 

 

 

 

□ 評価について，学校として組織的かつ計画的に取り組んでいる。 

□ 評価規準や評価方法について，教師同士で検討するなどして明確にしている。 

□ 評価に関する実践事例を蓄積した上で共有し，評価結果についての検討を通じて力量向上を

図っている。 

□ 児童生徒や保護者に対し，評価に関する仕組みについて事前に説明したり，評価結果につい

て丁寧に説明したりするなど，評価に関する情報を積極的に提供し，児童生徒や保護者の理解

を図っている。 

□ 日々の授業で，児童生徒の学習状況を把握して指導に生かすことに重点を置いている。 

□ 各教科における「知識・技能」及び「思考・判断・表現」の評価の記録については，原則と

して単元や題材などのまとまりごとに，それぞれの実現状況が把握できる段階で評価してい 

□ 「主体的に学習に取り組む態度」については，粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整

しようとしているか意思的な側面を評価している。 

□ 学習指導要領に定められた各教科等の目標や内容の特質に照らして，複数の単元や題材など

にわたって長期的な視点で評価している。 

□ 「キャリア・パスポート」を活用し，児童生徒の学びをつなげられるようにしている。 

□ 小学校段階においては，幼児期の教育との接続を意識した「スタート・カリキュラム」を一

層充実させている。 

□ 高等学校段階においては，入学者選抜の方針や選抜方法の組合せ，調査書の利用方法，学力

検査の内容等について見直しを図っている。 

 自校の学習評価の工夫について，チェックポイントを活用して振り返ってみましょう。 

る。

学習評価に関する事例 

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料  
第３編 第２章 学習評価に関する事例について 
       【国立教育政策研究所教育課程研究センター】 
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